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研究成果の概要（和文）：

本研究では，先行研究等の調査より，主に GBS 理論（Goal-based scenario）に基づく教
材開発と実践を毎年行った．また，一方で生徒の道徳意識や情報知識による差も検討して
きた．その結果，それらの高低も関連があるが，たとえ，それらが一定以上であっても，
知識間の結びつきや，情報社会の特性に対して現実感を持っているかどうかも重要な検討
項目であることがわかった．これらの問題に対して，GBS による教材は効果的であること
もわかった．一方，情報モラルの学習内容によっては他の指導法も検討する必要があるこ
ともわかった．

研究成果の概要（英文）：
In this research, I developed teaching materials based on GBS (Goal-based scenario)
and did practice by using these materials at high school every year. I also examined
results of differences based on the students’ features such as moral consciousness
and/or knowledge of information technology. As a result, it became obvious, to connect
known knowledge and skills of information society and to feel reality of information
society should be more required, even though students have already a certain level of
knowledge. Concerning this fact, it became clear that GBS theory is effective to resolve
those problems. On the other hand, it was also necessary to examine other teaching
methods depending on the contents of the study.
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１．研究開始当初の背景
インターネットや情報機器の急速な普及

により，それらの便利さの反面，生徒を巻き
込んだトラブルや事件も目立つようになっ
てきた．そのため情報モラル教育の必要性が
高まっていた．このような背景の中で，次の
3 つの学術的な状況が見られた．

(1) これまでの情報モラル教育の実践は，指
導時間がある程度十分に確保されている
ことを前提としているため，時間的制約
を考慮した効果的・効率的な指導法等の
開発が，情報モラル教育の課題となって
いた．

(2) 特に，指導法や指導書については，体系
的な指導法を提案する段階に至っている
研究や，体系的にまとめられたテキスト
も存在した．これらに共通していること
は，まず情報モラルの指導内容を分類し
ていることである．
一方，マルチメディア教材も多く存在

するが，特定の事例を挙げてその事例に
おけるルールや禁止事項を列記している
だけのものが多く，まだ教材については
課題分析や指導方略が十分に検討されて
いる段階にはなかった．

(3) そして，生徒の道徳的規範知識や情報技
術の知識によって，指導内容の前提条件
や重点項目が異なることが明らかになっ
てきていた．

２．研究の目的
上記のような背景を受けて，本研究の目的

は，生徒の道徳的規範知識や情報技術の知識
を考慮に入れた授業用補助教材としての情
報モラル体験学習教材とその指導方略の開
発である．この研究では，時間的制約を考慮
した効果的，効率的な指導法の開発を試みて
いる．尚，本研究の対象は，高校生・大学生
である．
具体的な目的としては，大きく分けて次の

2 つである．
(1) 体験学習教材の体系的な作成方法を提

案する．
①課題分析 －体験学習教材で扱うべき学

習項目の分類と分析－
上記背景で述べたように，情報モラルの指

導法や指導書の研究においては学習項目を
分類し，分類によって指導法を変えることで，
効果的な学習が可能となることが分かって
いる．本研究では，これらを参考に体験学習
教材用の課題分析を行い，情報モラルの学習
項目を決定する．さらに，生徒の道徳的規範
知識や情報技術の知識による学習項目の前
提条件についても考慮に入れる．

②教材の指導法略の検討
上記(1)のでの結果に基づいた学習項目の

提示方法や提示順序を検討し教材の構成を
決定する．
その際，生徒の道徳的規範知識や情報技術

の知識による学習順序も考慮する．ただし，
授業用補助教材であるということを念頭に
入れ，完全な個人差に対応した教材を目指す
のではなく，クラスで授業中に使える程度に
収まる範囲とする．例えば，簡便なチェック
で情報技術の知識や道徳的規範知識を判断
する方法を取り入れる，教師がクラス全体の
道徳的規範知識を判断して学習のスタート
地点を柔軟に選べるように教材をパーツ化
する，などの工夫が考えられる．

(2) 学習指導案を含む授業用補助教材とし
ての体験学習教材の開発と実践

①教材を用いた授業の指導法略を検討する．
具体的に学習指導案の作成と教材の開発

を行う．
②上記①で開発した指導方略に基づき授業
実践を行い，教材評価を行う．
具体的には，教材で学習した項目について

の理解度，また，新規課題に対する判断や情
報社会に参画する態度形成に対して有効か
を評価する．

３．研究の方法
研究の進め方は次の通りであった．

(1)まず，生徒の前提知識や教える項目の分
析を行い，指導方略や教材を開発する．

(2)次に，それらを用いた授業実践を行う．
(3)最後に実践から得られた結果をもとに改

善を行う．
そして，また上記(1)に戻るという手順を繰
り返す．つまり，開発的・実践的・試行的な
研究である．

結果として，4年間にわたって，年 2回か
ら 3回程度の（年によっては比較研究も入れ
るとそれ以上）の授業実践を繰り返した。

４．研究成果
(1) 1 年次（2007 年度）の成果
まず，計画の 1年目として，2007 年度に次

の 2つのことが明らかになった．
①体験学習教材用の課題分析

情報モラルの指導法や指導書の調査，分析
により，本研究では，玉田・松田*1 があげた
「法律違反」「他人への迷惑」「自分への被害」
「情報技術」の 4つを枠組みを学ぶべき学習
項目と決定した．これらを教材化する際には，
ゴールベースシナリオ（GBS）理論*2を用いる
こととした．



*1：玉田和恵・松田稔樹：「3 種の知識」によ
る情報モラル指導法の開発，日本教育工学
会論文誌, 28(2), 79-88(2004)

*2：
・ Schank, R. C., Berman, T. R., and

Macpherson, K. A.： Learning by Doing.
In Regeluth, C. M. (Ed.),
Instructional-Design Theories and
Models: A New Paradigm of Instructional
Theory VolumeⅡ(1999)

・根本淳子・鈴木克明：ゴールベースシナリ
オ理論の適応度チェックリストの開発，
29(3)，309-318(2005)

②2 回の授業実践と評価，改善
上記①に基づいて，教材開発を行い，授業

実践を県内の高等学校において 7月に行った．
この結果，新規課題において全ての項目で事
前調査より点数が高くなり，一定の効果は認
められた．しかし，特に道徳的規範知識を学
ばせる問題に対して反復練習が必要である
ことがわかった．
これらを改善し，12 月にも授業実践を行っ

た．この結果，新規問題だけでなく，発展問
題に対しても対応できるようになり，改善の
結果が見られた．しかし，情報技術に関わる
問題については，明確な答えが出なかった．

(2) 2 年次（2008,2009 年度*3）の成果
計画の 2 年目として，1 年目の実践で疑問

となった情報技術に関する問題について調
べるための調査を 2回の授業実践を通して行
った．その結果，次のことが明らかになった．
 情報技術の知識と，教科「情報」の知識

には相関がある．一般的に情報モラルの
指導時に，情報技術の知識を全て教える
ということは現実的ではない．そのため
教科「情報」で学んだ知識を系統立てて，
復習が必要な部分を学ぶという方式を
検討してはどうか．

 一方で，情報技術の知識の高低だけでは
学習者を分類することは難しく，道徳的
規範知識もいれなければならない．

これらの結果を，全国大会で発表し，紀要
にまとめた．尚，全国大会での発表は，研究
奨励賞を受賞した．
*3：2008 年度後半から 2009 年度前半は産前

産後休暇・育児休業のため研究は中断し
ていた．

(3) 3 年次(2010 年度)の成果
① 領域による違いの検討
前年度に道徳的規範知識を組み入れなけ

ればないことを踏まえ，文部科学省の情報モ
ラル指導カリキュラムの知恵を磨く領域と
心を磨く領域から，それぞれ 1つずつ体験学
習教材を開発した．この教材は，GBS 理論に

沿って作られており（以下，GBS 教材），PC
上で各自使えるようになっている．
そして，それらを用いて，7 月と 12 月にそ

れぞれ実践を行った．実践では，前半にクラ
ス全体で班ごとに分かれて提示された問題
に取り組み，後半で個人ごとに上記教材を練
習として使う形態をとった．
その結果，7 月に行った知恵を磨く領域の

教材を使った実践では，成績が向上したが，
12 月に行った心を磨く領域の教材を使った
実践では，事前と事後の差についてもあまり
良い結果が得られなかった．
その一方で，心を磨く領域に対し，道徳教

育で既に行われており一定の成果を上げて
いる「モラルジレンマ」を取り入れた新しい
指導法も試みた．この指導法はそもそも道徳
性の向上を主眼においており，本実践でも道
徳性の向上は見られた．一概に，両者の指導
法を比較はできないが，領域によって指導法
を再検討する必要があることがわかった．
② 発達段階による比較
一方で，高等学校での指導法の特徴を明ら

かにするため，小学校や中学校での授業実践
も行った．今後はこの結果を基に，発達段階
の違いを視野に入れた指導法の提案につな
げていく予定である．

(4) 4 年次(2011 年度)の成果
GBS 理論に沿った教材や指導の流れを用い

た実践を 7 月と 12 月に 3 回行った．また，
それ以外の指導法を用いた実践を 1回行った．
その結果，高等学校では，ある程度道徳的規
範知識や情報技術の知識を持っていても，情
報社会の特性を実感していなかったり，情報
技術の知識と情報社会の対処法が結びつい
ていなかったりすること，がわかった．そし
て，それらを克服するために，特に知恵を磨
く領域に対して，GBS に沿った指導法や教材
は有効であることもわかった．
また，小学校での実践や，他の指導法を用

いた実践との比較により，学習領域により効
果的な指導法があることがある程度わかっ
た．ただし，これらについては，今後詳細に
検討していく必要がある．
さらに，情報モラルにおいてどのような知

識や技能を学ぶことが必要であるかを明ら
かにし，情報モラルの課題分析を再度行うこ
と，そして，どの指導法が何に効果的かを検
討する必要があるとわかった．
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